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都市交通研究室

都市交通計画分野における

新たな課題に対応した研究教育を

指導展開

• 都市交通計画分野の新たな課題

– 都市や地球環境の持続を可能にする交通システム

– 高齢者や社会的弱者の移動手段の確保

– 安全・快適な歩行環境・生活環境の確保
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• 「交通」という要素が

かなえられなければ、

都市の中で人間が生

活することはできない。

• 都市を物理的な形で説明すると、「住む空間」、
「働く（学ぶ）空間」、「憩う空間」および「交通空
間」といったような、人間が生活していくうえで必
要な社会的要素をもった空間の合成体である。

新谷洋二編、『都市交通計画（第二版）』、2003.4

図-１．１ 都市社会の４要素



Current Situation; 予測し予防する
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the New Approach; 予測し予防する
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研究業績

• 主要研究分野

①持続可能な都市圏交通戦略

②交通行動分析に立脚した交通需要管理

③高度な交通需要予測モデルの開発

• 研究論文（査読つき)： 132編[最近５年：57編]

• 解説論文・総合報告： 277編[92編]

• 著書・編著 ： 23編[10編]

• 特許（出願中） ： １件



都市圏交通戦略の策定事例（東京）

居住地選択モデル・
職住再配置モデル

道路交通量配分モデル

環境負荷量推計モデル

分析フロー 分析対象施策

職住近接
在宅勤務
業務集積etc.

ﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ
低公害車導入
幹線道路新設
etc.

CO2、NOx排出量、ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量、モビリティ

交通機関分担モデル

・論理的な行動記述

・需給均衡の記述



自動車交通の
配分結果例

凡例
交通量(台)
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ロードプライシング導入時の総走行台㌔の変化
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自動車台㌔の削減効果が高い
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車利用者のうち病院への通院
が不可能な人口比率の分布

バス利用者のうち病院への通院が
不可能な人口比率の分布

交通行動分析の例：社会的排除の計測

判定基準⇒最低限必要な活動時間を確保できるか



高度な交通需要予測モデルの開発（例）

分布交通量の推計 目的地選別問題

目的地選別モデルを開発し、推計精度を大きく改善

従来型モデル

短距離を過小推定

提案モデル

再現精度を改善



社会的貢献
・都市計画学会 情報委員会委員長、評議員
・土木学会 土木計画学研究委員会委員
・交通工学研究会 理事、出版小委員会委員長
・日本交通政策研究会 理事、自主研究会主査
・豊田都市交通研究所 研究企画委員長
・運輸政策審議会 専門委員
・東京都環境審議会 調査委員

・都市圏交通調査委員会 委員(東京、仙台、静岡など)
・交通量推計手法に関する調査委員会 委員長
・首都圏パークアンドライド委員会 委員長
・スマートプレート実用化検討調査 座長
など多数。



THPへの適用;交通モデルの統合像
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交通需要管理手
法開発の例：

首都圏ダイナミック
P&Rの社会実験



・現行ナンバープレートの情報
及び自動車登録ファイルに記載
されている車両の諸元情報をナ
ンバープレート上のＩＣチップに
記録したもの

・ＩＴＳの普及を図る上で不可欠
な個車情報に関する自動車イン
フラとして整備

・調査検討委員会を２０００年より設置
・走行中の情報を認識する技術の実証実験を実
施
・自然環境に対する耐久性の研究
・セキュリティ対策に係る技術・運用検討

スマートプレートとはスマートプレートとは

http://www.mlit.go.jp/jidosha/sesaku/its/slender_plate/slender_plat
e.pdf



要約

• 都市交通計画分野の新たな課題に関する
理論的研究と実証的研究の両面

• 都市圏レベルの交通計画から近隣レベル
の交通計画まで広い分野

• 公的な交通計画策定実務

• 都市工学専攻において新世代の都市交通
計画・都市計画の専門家・若手研究者の育
成を担当
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